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登 熟 不 良 年 次 に お け る 柳 の 比 重 選

斉 藤 公 夫  佐 藤 一 良
.             (宮

城県農業センター )

Specific― gravity Separation of Unhulled Rice Crains in the Years of Poor Ripening

KimiO SAITO and Kazuyosi SAT0
(34iyagi Prefectural Agricultural Research Center)

1 は じ め に

水稲の収量解析において,登熟歩合は,多 くの場合,籾
の塩水選によって求められ,比重106に 沈下する籾は粒厚
1.7m以上の精玄米に相当するといわれている。しかし,

冠水,著 しい倒伏等の障害により,籾の登熟が著しく不良
になった場合にも,その関係が厳密に当てはまるかどうか

は明らかでない。また,登熟障害の解折には,比重の軽い

エタノール選により不稔粒を分離することができれば有効

供試水稲の品種

と考えられる。そこで宮城県において,昭和61年の冠水障

害稲,及び62年の倒伏・降雹害をうけた稲について,エ タ

ノール・塩水比重選と,籾の不稔障害,玄米の粒厚,品質

等との関係について調査をおこなった。

2試 験 方 法

に)供試試料
供試水稲の品種 圃場条件 ,収量構成及び被害状況を表
1に示した。昭和61年の試料は, 8月 5日の蒙雨により冠

収量構成要素及び被害状況

水し,生育時期が減数分裂最盛期に当たった稲は,元の穂

がほとんど粘死した結果,後に上位節間より新たに穂がで ,

枝穂状となった。出穂始めに当たったのは,被害が軽いが ,

泥が付着したものは雑菌汚染により品質が低下した。62年

度の水稲は倒伏 降雹害により登熟が低下した。特に田川 ,
三方江統のような低湿土壌条件では,倒伏が著しかった。

(2 籾の比重選及び玄米の調査

成熟期水稲試料の籾をこき下ろし,そのうち30′ の籾を

均分採取して,精製 (のげ,枝便の除去 )し た後,比重選

に供 した。エタノール選 (995%Ethanol),塩 水選 (比

重106食塩水 )の順に沈下,浮上靭を分離した。各部の籾

数,並びに靱殻を剥いて,不稔障害,玄米の発達状JL,品

質,粒厚分布について調査した。

結 果 と 考 察

エタノール‐塩水選による籾の分別害1合を表 2に示した。

61年冠水稲のうち,障害の著しい枝穂を未分岐穂,枝親穂 ,
枝子穂に分けてみると,エ タノール浮上籾は,未分岐穂 ,

枝親穂とも多いが,おおよそ40%を越えると,子穂が発生

して枝穂になる関係がみられた。未分岐,枝親穂とも中間
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表 2 穂の障害とエタノール 塩水選による籾の分月1
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表 3 比重選各部の玄米の形態

年 次 試料M
エタノール浮上籾

玄米粒厚 玄米 籾形質・
1(%)

範囲〈熙〉 青米 死米 不稔

エタノール沈下―塩水浮蜘

玄米粒厚  玄米  籾の形質 (%)
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注 攣■玄米形質 ①完全米.②部白 (腹 背 心 乳白米 ).③青米 (未熟粒 ),④死米 (青死米,半死米と死米 ),⑤他 (病米,褐
変米 奇形米等 ),不稔 :籾が空のものから子房が痕跡程度の籾。

粒は非常に少ない。それに対し,棲子穂は,沈下,中間 ,
浮上籾割合がほぼ一様に分布していた。雑菌汚染籾の場合

は,中間籾の割合がやや高かった。62年の倒伏障害稲は倒

伏が甚なるはど塩水沈下粒の割合が低下し,浮上籾が増加

する関係にあるが,中間粒も多かった。出穂直後の降雹害

稲の籾はほとんど浮上籾であった。

エタノール 塩水選各部の籾の不稔障害,玄米の形態 ,

品質を表 3に示したが,以下のような特徴があった。①冠

水障害稲のエタノール浮上籾の約 9割は不稔で,残りは死

米か粒厚 1回以下の青米であった。倒伏障害靭では,半分

が不稔で,残 りは玄米粒厚05～ 16醐をもつが,すべて

死米であった。したがつて,穂が早い時期に障害を受けた

場合は,エ タノール選浮上籾はほとんど不稔籾に相当する

が,登熟後半の障害による死米が増加すると大きく乱れる。

②塩水浮上―エタノール沈下の中間粒は,玄米粒厚が10

から20爾まで分布するが,すべて ,心・背・腹 乳自 ,
青米 ,半死米等の障害米であった。③比重106の 塩水の沈

下粒は,玄米粒厚が17m以上であった。心 ‐背 腹 乳
白米,茶米,青米 (活青 )を含むが,半死死米は含まず ,

完全米が大部分であり,ほ とんど整粒に相当した。

図 1に塩水沈下籾と浮上籾の玄米粒厚分布を示した。沈

下粗はほとんどの場合も玄米粒厚17鰤以上であるが ,浮

上籾は粒厚20mま で分布していた。このように発熟障害

により籾塩水選と玄米粒厚による分離とは,整合性が悪く

図 1 塩水選籾の玄米粒厚分布
注 沈 :塩水 (比重 106)に沈下籾
浮 :塩水浮上籾 (エ タノール浮上籾を除く)

( )の中の数は粒数合計値

なるが,概ね粒厚18m以上の整粒玄米粒割合が塩水沈下

籾害1合に相当すると見てよい。
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